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学習の要点 

 

 

古代ローマ帝国が 4世紀に東西に分裂し、当時のヨーロッパは… 

西側は、ローマ教皇を頂点とするカトリック中心の地域 東側は、正教会を中心とするビザンツ帝国 

                                   

 

  

 

 

 

 

 

同じ頃、ヨーロッパでは大航海時代を迎えた。 

Q：なぜ、ヨーロッパ人は世界進出をめざしたのか？ 

→それは、香辛料をイスラム商人を介さず、直接アジアから貿易するため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパ人の世界進出によって、世界はどのように変化したのだろう。 

東方との文化の交流によって エルサレム奪回失敗によって 

◎大航海時代による世界の変化 

①アメリカの変化 

・スペイン人により文明や帝国が滅亡 

・ヨーロッパの植民地になる 

②貿易形態の変化 

 ・三角貿易がはじまる 

 ・アフリカなどからの奴隷 

③アジアの変化 

 ・ヨーロッパと直接貿易をはじめる 

  →アジアから香辛料が直接手に入る 

大航海時代の中心はスペインとポルトガル 

・コロンブス 

・バスコ・ダ・ガマ 

・マゼラン 

まとめ：ヨーロッパ人の世界進出は、世界の貿易形態を変化させ、その後の日本の文化にも影響した。 


